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問題問題問題問題 1
The Merck Index (冊子体) の Name Index  (11 版以前は Cross Index of Names) を使って, 次
の化合物の LD50 (50% 致死量) の値を調べなさい.

1) DMF (溶媒)
2) Loniten (養毛剤)

解答例解答例解答例解答例 (第 13 版を使用)
1) DMF (溶媒)

Name Index で DMF を調べると, これは

3269 番の化合物である. その項を見るとこの

化合物の完全な名称は N,N-
Dimethylformamide であった. mice, rats の
LD50 は経口で 6.8, 7.6, 腹腔内注射で 6.2,
4.7 (ml/kg) であった.
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2) Loniten (養毛剤)

Name Index で Loniten を調べると, これは

Upjohn の商品名で, 6225 番の化合物であ

る. その項を見るとこれは一般に Minoxidil
として知られている化合物である. mice, rats
の LD50 は静脈注射で 49, 51 (mg/kg) で
あった.
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問題問題問題問題 2
Beilstein Handbook の任意の編で, 次の化合物の情報を調べなさい.

解答例解答例解答例解答例

1. この化合物の分子式は C20H14O4 である.
主編 (Hauptwerks) の General-Formelregister
(分子式索引) を見ると, Isophthalsaure-
diphenylester が 9 巻の 834 ページにあるこ

とがわかる (saure とは acid のことである). 主
編で見つからないときは, 補遺編の索引を見る

必要がある. なお, Beilstein の分子式は元素

構成ごとに分けられているので, C, H, O の化

合物と C, H, O, N の化合物は炭素数・水素数

が同じでも別の場所に記載されている.

2. 主編の該当ページにこの化合物が見つかった. その情報は次の図のようで, 合成法 (B) と結
晶外観 (Nadeln), 融点 (F), 可溶性, 反応などの情報が記載されている.
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3. 補遺編では, 化合物は主編のページ数および Syst. No. 順にならんでいるので, ページ数

834 と Syst. No. 977 を使って簡単に探すことができる. 実際第 3 補遺編 (EIII) 第 9 巻に同じ

化合物が見つかった. ページの上に Syst. Nr. と主編 (H) のページ数が記載されていることに注

意したい.

この項を見ると図の VII が該当する化合物で, より新しい融点 (F) のデータが記載されている.
また (H 834) との記載があるので, 逆に主編 (Hauptwerke) の 834 ページにこの化合物の情報

が記載されていることかがわかる.


